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お
子
さ
ん
は
日
々

成
長
し
て
い
ま
す
。

「
２
歳
児
の
こ
こ
ろ

と
こ
と
ば
の
成
長
」

の
お
話
か
ら
、
お
子

さ
ん
と
の
か
か
わ
り

を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

７
月
６
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

北
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
階
講
堂

講�

話　

２
歳
児
の
こ
こ
ろ
と
こ

と
ば
の
成
長

対�

象　

１
歳
６
か
月
～
２
歳
11

か
月
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て

中
の
方

参
加
費　

無
料

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

申�

込
み　

６
月
23
日
（
木
）
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

母
子
・
精
神
保
健
担
当

☎
432
‐
１
４
５
４

　

疾
病
や
不
測
の

事
故
な
ど
で
、
お

盆
の
時
期
に
生
活

に
お
困
り
の
世
帯

に
対
し
て
生
活
相

談
を
行
い
、
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
生
活
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す
。

日�

時　

７
月
８
日
（
金
）
～
13

日
（
水
）（
土
・
日
を
除
く
）

　

�

午
前
９
時
～
11
時
30
分
、
午

後
１
時
～
３
時

場�

所　

北
区
役
所
３
階
第
４
会

議
室

※�

健
康
保
険
証
な
ど
住
所
と
家

族
構
成
を
明
ら
か
に
で
き
る

も
の
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

貸
付
日　

７
月
25
日
（
月
）

貸�

付
内
容　

①
世
帯
員
１
人

３
万
円
を
目
安
に
１
世
帯

15
万
円
を
限
度
、
②
担
保
・

保
証
人
不
要
、
無
利
子
、
③

返
済
は
２
年
以
内
、
原
則
均

等
月
賦

貸
付
を
受
け
ら
れ
な
い
世
帯

　

�

①
ボ
ー
ナ
ス
等
の
臨
時
収
入

が
あ
る
か
、
他
の
共
済
制
度

に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ
る

世
帯
、
②
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
世
帯
、
③
中
国
残
留

邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付

を
受
け
て
い
る
世
帯
、
④
以

前
に
夏
季
又
は
歳
末
の
こ
の

貸
付
を
受
け
、
償
還
が
完
了

し
て
い
な
い
世
帯
（
相
談
の

時
点
で
80
％
以
上
を
償
還
し

て
お
り
、
か
つ
、
貸
付
日
ま

で
に
未
償
還
額
を
全
額
返
済

す
る
こ
と
を
誓
約
し
た
う
え

で
履
行
し
た
世
帯
は
除
く
）、

⑤
償
還
能
力
に
欠
け
る
と
認

め
ら
れ
る
世
帯

問�

合
せ　

福
祉
介
護
課
福
祉
担

当�

☎
432
‐
１
３
０
９
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•
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•
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北
区
役
所
で
は
、
今
年
度
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
事
業

等
を
ま
と
め
た
「
平
成
23
年
度

北
区
運
営
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

基
本
方
針
１

　

「
北
区
基
本
計
画
～
は
つ

ら
つ
北
区
プ
ラ
ン
～
」
の
着

実
な
推
進

　

北
区
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来

像
「
豊
か
な
自
然
の
恵
み
と
伝

統
あ
る
文
化
の
中
で
、
人
々
が

お
互
い
に
支
え
合
い
、
活
力
を

持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
・

取
組
を
区
民
の
皆
様
、
各
種
団

体
、
事
業
者
と
の
協
働
や
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
進
め
ま

す
。

【
重
点
取
組
】

・�

計
画
推
進
組
織
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

・�

多
様
な
環
境
学
習
な
ど
環
境

意
識
啓
発
事
業
の
実
施

・�

不
法
投
棄
防
止
活
動
の
更
な

る
充
実

・�
ご
み
減
量
に
向
け
た
３
Ｒ
運

動
の
推
進

・�

地
域
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
憩
い
の
場
づ
く
り

・�

北
山
杉
の
新
た
な
活
用
と
販

路
開
拓
の
支
援

・�

木
の
文
化
を
普
及
さ
せ
る
取

組
・�

北
区
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
及
び
地

産
地
消
の
推
進

・�

北
部
山
間
い
き
い
き
大
作
戦

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
キ
ャ
ン

　

上
賀
茂
神
社
を
ス
タ
ー
ト
地

点
に
、
板
倉
先
生
と
自
然
を
楽

し
み
な
が
ら
深
泥
池
ま
で
歩
き

ま
す
。
ま
た
、
国
指
定
天
然
記

念
物
で
あ
る
大
田
ノ
沢
の
カ
キ

ツ
バ
タ
群
落
や
深
泥
池
生
物
群

集
の
話
の
ほ
か
、
地
域
の
方
か

ら
上
賀
茂
地
域
の
文
化
や
史
跡

に
つ
い
て
の
話
も
伺
い
ま
す
。

北
区
の
身
近
な
自
然
や
歴
史
を

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日�

時　

７
月
23
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
12
時
30
分
頃

場�

所　

上
賀
茂
神
社
～
大
田
神

社
～
深
泥
池
（
約
２
km
）

講�

師　

板
倉
豊
氏
（
京
都
精
華

大
学
教
授
）

集
合
時
間　

午
前
９
時
20
分

集�

合
場
所　

上
賀
茂
神
社
社
務

所
前

※�

歩
き
や
す
い
靴
・
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

対�

象　

北
区
に
在
住
ま
た
は
通

勤
、
通
学
の
方

定
員　

40
名
（
先
着
順
）

申�

込
方
法　

６
月
23
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

問�

合
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
�

☎
432
‐
１
２
０
８

ペ
ー
ン
の
充
実

・�「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
・
北
区
」

を
実
現
す
る
取
組

・�

北
区
内
４
大
学
の
専
門
知
識
、

研
究
成
果
を
生
か
し
つ
つ
、
連

携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・�

災
害
か
ら
人
々
の
生
活
を
守

る
地
域
防
災
体
制
づ
く
り

・
北
区
猿
害
対
策
事
業

・�「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

理
念
に
基
づ
く
取
組
の
推
進

・�

地
域
の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
事
業
の
推
進

・�

地
域
の
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
地
域
住
民
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に

よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

育
成

・�

生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見

な
ど
の
健
康
づ
く
り
の
取
組

基
本
方
針
２

　

信
頼
と
親
し
み
の
持
て
る

区
役
所
を
目
指
し
て

　

す
べ
て
の
職
員
が
、
窓
口
職

場
の
第
一
線
で
あ
る
と
い
う
認

識
に
立
ち
、
て
い
ね
い
な
言
葉

遣
い
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
な

ど
区
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
、「
来
た
く
（
北
区
）

な
る
区
役
所
」
を
目
指
し
ま
す
。

業
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
を
徹

底
し
、
区
民
の
皆
様
に
信
頼
い

た
だ
け
る
区
役
所
を
実
現
し
ま

す
。

　

「
平
成
23
年
度
北
区
運
営

方
針
」
は
、
北
区
役
所
、
小

野
郷
・
中
川
・
雲
ケ
畑
の
各

出
張
所
で
配
布
す
る
と
と
も

に
、北
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
は
１
面
上
部
参
照
）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
企
画
・
広
報

　

担
当�

☎
432
‐
１
１
９
９

　

西
賀
茂
の
産
土
神
で
あ
り
、

長
寿
、
方
除
の
神
様
と
し
て
知

ら
れ
る
大
宮
学
区
・
大
将
軍
神

社
の
境
内
で
、
地
域
で
収
穫
さ

れ
た
新
鮮
な
京
野
菜
の
朝
市
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

京
野
菜
市
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
朝
市
を
契
機
と
し
て
、

大
宮
学
区
に
お
住
ま
い
の
方
だ

け
で
な
く
多
く
の
方
に
、
気
軽

に
歴
史
あ
る
神
社
や
地
域
の
文

化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
３
日
（
日
）

　

�

午
前
10
時
～
完
売
次
第
終
了

※
雨
天
決
行

場�

所　

大
将
軍
神
社
（
西
賀
茂

角
社
町
129
）

問�

合
せ　

京
野
菜
市
実
行
委
員

会�

☎
491
‐
６
６
２
３

　

妊
娠
や
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ

る
さ
ま
ざ
ま
な
口
腔
疾
患
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
の
歯
科
健

診
（
口
腔
内
一
般
検
査
・
歯
周

組
織
の
検
査
）
と
そ
の
予
防
の

た
め
の
歯
科
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

対�
象　

18
歳
以
上
の
方
ま
た
は

妊
産
婦
の
方

日�
時　

毎
月
第
１
月
曜
日
（
１

月
は
第
３
月
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

費
用　

無
料

※�

予
約
は
不
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�

合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

成
人
保
健
・
医
療
担
当

�

☎
432
‐
１
４
３
８

平
成
23
年
度

北
区
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業

北区民環境
セミナー
☆自然観察会
参加者募集！

　

市
で
は
、
デ
ジ
サ
ポ
京
都
と

連
携
し
、
北
大
路
駅
に
「
地
デ

ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し

ま
す
。
地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
相
談
や
高
齢
者

宅
へ
の
訪
問
相
談
も
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場�

所　

地
下
鉄
北
大
路
駅
（
北

改
札
口
付
近
）

期�

間　

６
月
13
日
（
月
）
～
８

月
26
日
（
金
）（
土
日
祝
も

開
所
）

開�

設
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

６
時

問�

合
せ　

デ
ジ
サ
ポ
京
都
（
総

務
省
京
都
府
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
�

☎
330
‐
３
０
３
０

�
�

FAX�

212
‐
９
１
１
５

大
将
軍
神
社
の

新
鮮
と
れ
た
て

 

夏季特別生活相談・
特別生活資金貸付

地
デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
京
野
菜
市
」

「
京
野
菜
市
」

成
人
・
妊
婦

　
　
歯
科
健
診
相
談

 

歳児のこころと
　ことばの成長

２
♡♥

毎年好評の自然観察会
に参加しませんか

板倉先生

留学生との交流を通じて誰もが
心豊かに暮らせるまちづくりを進めましょう

　京都市には５千人以上の留学生が住まわれています。　　

　多くの留学生が生活の拠点とする留学生寮では、地域での貴重な

国際交流の場として、近隣の方々と留学生がふれあい、お互いの文

化を体験する様々な取組が行われ、また、京都市国際交流会館（地

下鉄東西線「蹴上」駅下車　徒歩６分）では、留学生とボランティ

アが日常的に交流する取組も行われています。

　外国から来られた留学生と日本で生まれ育った者では、当然、言

葉や文化、生活習慣に違う部分があり、コミュニケーションや互い

を理解することが難しいといった課題もありますが、同じ地域に共

に生きる仲間として、お互いの文化に触れ、理解を深め合うことが

大切です。

　市では国際化の目標として「多文化が息づくまち・京都」を掲げ

ています。

　皆さんも、こうした取組に参加するなど、留学生との交流を通じて

異なる文化への理解を深め、心豊かに暮らせるまちを築きませんか。

問合せ　市民協働政策推進室　☎ 222-3176


